
ＦｉｎＴｅｃｈ（Ｆｉｎａｎｃｅ＋Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）について考える
１．平成27年9月に金融庁の金融行政方針
金融機関（Ａ銀行）がクラウド会計ソフト（Ｂ社）と業務提携
→クラウド会計ソフト（Ｂ社）で作られた会計データや決算書の信頼性は高いのか
２．会計人の役割
会計本来の役割は、正確性や検証可能性そして透明性に担保された信頼性の高い継続記録で計算
私たち、ＴＫＣ会計人は、私たちが作成した決算書や税務申告書について、その計算の信頼性を保証す
る業務の実践を目指す。この保証業務このＴＫＣ会計人の未来業務として大きな柱となる。
３．ＴＫＣ会計人の自計化への取組み

(株)ＴＫＣより、信頼性の高いＦｉｎＴｅｃｈサービスを28年6月より提供される。これにより、関与先の経理
業務は劇的に省略化する。自計化による自動仕訳は今後も進み、将来、記帳代行業務が消えることに
なる。私たち会計人の生き残る道は、決算書や申告書の信頼性を保証する業務と関与先の財務経営
力の強化に資する業務である。今こそ、ＴＫＣ会計人が主導権を発揮し、自計化を推進しよう！

平成28年4月19日

ＴＫＣ九州会
鬼塚活人 先生

ＴＫＣ城北東京会
野口省吾 先生

ＴＫＣ方式の自計化とは、
全職員が、全関与先に対して、
記帳指導と経営指導を徹底した
月次巡回監査を行う自計化のこと

「ＴＫＣ方式による自計化」の推進
「決断・変化・実行」

近畿兵庫会 会長
稲田 実 先生

兵庫会システム委員会
委員長 坂本克行 先生

マイナンバーと複数税率の
ＴＫＣシステム対応について アンケートの声

■ 顧客へのサービスを誰が担当しても同
じサービスが提供できるように、システム
の活用が有効であると感じました。

■ 実体験に基づくお話しでイメージがしや
すく、自分ならどう考えるだろうか等考え
ながらお話しを聞かせていただきました。

■ 特に目新しいサービスではなく、TKCの
活動の中で紹介されるサービスを全て
のお客様に提供する。そのための自計
化。本当にシンプルだけど力強いメッ
セージで勇気づけられる研修でした。

第一章 自計化は目的なのか
「Ｋ」→会社（社長）を改善
「Ｆ」→巡回監査の基礎（環境整備）
「Ｓ」→監査（業務）を改善
目的→会計事務所の発展
第二章 会計事務所発展の三要素
１．巡回監査の徹底断行
２．サービスの限界線決定
①「してはいけない事」を決める
②徹底した記帳指導を継続
③記帳指導できる環境整備
３．１人当水揚額の圧倒的増大
第三章 ＴＫＣシステムの特徴は「遡及不可」
１．「遡及不可」はプラス？
①プラスになる事務所づくり
②システムの理念を理解
遡及できないから、監査が真剣になり、指導も力強く
徹底するのです。信頼関係を築くのです。付加価値を与え
るのです。そして、職員の成長が著しいのです。
２．ＴＫＣ方式による自計化とは
①システムの特徴の事ではない
②月次巡回監査を伴う自計化
③記帳指導と経営指導の実践
３．記帳指導（自計化）の効果
①時間を作る
②指導的立場を作る
③責任の所在の明確化

講演内容
・どのようなやり方で経営助言業務をやっているか
・継続ＭＡＳを月次サービスとしてどのように活用しているか
・月次サービスに対する関与先の反応
・職員の教育体制や月次サービス実施に対する職員の反応、
モチベーションの変化等
・決算書の信頼性向上に向けた取り組み（書面添付）
裏講演内容
・事務所の業績
・事務所の管理ツール
・マーケティング、ブランディング
得意分野
・毎月の完全発生主義
・全社継続ＭＡＳの活用
・書面添付制度の活用
・金融機関からの決算書の評価
・税務当局からの評価
・税務署ＯＢの活用
・パートの活用
・異業種交流会によるビジネスマッチング
個人的な研修の考え方
・感化されることではなく、考える時間
・自分にあったやり方をみつけ、ひとつずつ取り入れる
・真似ほど簡単な思考回路はない
・真似てから、自分の事務所にあったやり方に変化させる。

１．マイナンバー制度への対応
①ＰＸまいポータル導入目的
②ＰＸまいポータル利用状況
③更に便利で使いやすくなるTKCシステム
２．改正消費税法への対応
①複数税率への対応
②適格請求書当保存方式への対応

会計事務所の巡回監査を前提とした

ＴＫＣ ＦｉｎＴｅｃｈサービスが２０１６年６月
より提供開始になります。

ＴＫＣ神戸ＳＣＧサービスセンター伊藤セン
ター長よりシステムデモを行いました！


